
実質赤字比率 

 

普通会計（一般会計・北海道介護福祉学校特別会計）を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する

比率。普通会計の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示す。 

 

                    普通会計実質赤字額（Ａ） 

  実質赤字比率＝  

             標準財政規模（標準財政規模＋臨時財政対策債発行可能額） 

 

Ａ 普通会計実質赤字額：△71,764千円 

（一般会計△69,744千円、北海道介護福祉学校特別会計△2,020千円） 

※黒字収支の場合はマイナス表記 

 

 

                 △71,764千円 

 本町の比率＝                           ＝△1.46→「－」 

         （4,598,342千円＋283,639千円）4,881,981千円 

    

※実質赤字額がマイナスの場合、比率は「－」表記となる。 

 

 

連結実質赤字比率 

 

全会計を対象とした実質赤字額（公営企業においては資金不足額）の標準財政規模に対する比率。全て 

の会計の赤字や黒字を合算した上で栗山町全体としての赤字の程度を指標化し、全体の財政運営の深刻度

を示す。 

 

                  連結実質赤字額（Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ） 

  連結実質赤字比率＝ 

             標準財政規模（標準財政規模＋臨時財政対策債発行可能額） 

 

Ａ 普通会計及び公営企業以外の特別会計に係る実質赤字額の合計額：0千円 

Ｂ 公営企業の特別会計に係る資金不足額の合計額：0千円 

Ｃ 普通会計及び公営企業以外の特別会計に係る実質黒字額の合計額：212,776千円 

  （一般会計 69,744千円、北海道介護福祉学校特別会計 2,020千円、国民健康保険特別会計 132,679千円、 

介護保険特別会計 8,289千円、後期高齢者医療特別会計 44千円） 

Ｄ 公営企業の特別会計に係る資金剰余額の合計額：845,840千円 

  （下水道事業特別会計 19,141千円、農業集落排水事業特別会計 6,071千円、水道事業会計 820,628千円） 

 

 

       （0千円＋0千円）－（212,776千円＋845,840千円）△1,058,616千円 

 本町の比率＝                                ＝△21.68→「－」 

           （4,598,342千円＋283,639千円）4,881,981千円 

    

※連結実質赤字額がマイナスの場合、比率は「－」表記となる。 



実質公債費比率 

 

普通会計が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率。普通会計の借入金返済

額に特別会計等の借入金返済額に対する普通会計負担額を合算した上でその額の大きさを指標化し、資金

繰りの危険度を示す。 

 

（元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋元利償還金・準元利 

償還金に係る基準財政需要額算入額） 

  実質公債費比率＝ 

  ※３ヵ年平均     標準財政規模（標準財政規模＋臨時財政対策債発行可能額）－ 

元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

 

 

  ※平成 23年度単年度算定の場合 

■元利償還金：1,526,457千円 

■準元利償還金：344,662千円 

①特別会計繰出金のうち、公営企業債の償還に充てられた額：250,763千円 

②一部事務組合負担金のうち、地方債償還に充てられた額：24,154千円 

③公債費に準ずる債務負担行為支出額：68,964千円 

④一時借入金利子：781千円 

■特定財源：164,903千円 

①都市計画税収入のうち、都市計画事業債の償還に充てられたもの：47,897千円 

②公営住宅使用料のうち、公営住宅債償還に充てられたもの等：117,006千円 

■元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額：914,614千円 

償還金に対して普通交付税に算入された額 

 

 

          （1,526,457千円＋344,662千円）－（164,903千円＋914,614千円） 

791,602千円 

 本町の比率＝                                

（4,598,342千円＋283,639千円）－914,614千円 

3,967,367千円 

 

 ＝19.95283％（平成 23年度単年度） 

      

    平成 21年度 20.26600％ 

    平成 22年度 18.76006％   平成 23年度決算実質公債費比率（３ヵ年平均）＝19.6％ 

    平成 23年度 19.95283％  

 

 

 

 

 

 

 

 



将来負担比率 

 

普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。普通会計の借入金残高、特別会

計や第三セクター等の借入金残高に対する普通会計負担見込額など、各負債に対して普通会計が将来負担

する可能性のある額の大きさを指標化し、将来の財政の圧迫度を示す。 

 

 

将来負担額－（充当可能基金＋特定財源見込額＋地方債現在高等に 

係る基準財政需要額算入見込額） 

  将来負担比率＝ 

標準財政規模（標準財政規模＋臨時財政対策債発行可能額）－ 

元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

 

 

■将来負担額：16,481,620千円 

①地方債現在高：11,217,807千円 

②債務負担行為支出予定額：159,774千円 

③今後、公営企業債の償還に充てられる特別会計繰出金見込額：3,446,012千円 

④今後、一部事務組合の地方債償還に充てられる負担金見込額：84,248千円 

⑤退職手当支給予定額に係る負担見込額：1,573,779千円 

■充当可能基金：1,471,205千円 

■特定財源見込額：2,564,577千円 

都市計画税、公営住宅使用料等、今後充当見込額 

■地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額：8,746,509千円 

償還金に対して、今後償還終了まで普通交付税に算入される額 

■元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額：914,614千円 

償還金に対して普通交付税に算入された額 

 

 

 

        16,481,620千円－（1,471,205千円＋2,564,577千円＋8,746,509千円） 

3,699,329千円 

 本町の比率＝                                  ＝93.2％ 

（4,598,342千円＋283,639千円）－914,614千円 

3,967,367千円 

  

 

    

 

 

 
 
 
 
 
 
 



資金不足比率 

 

各公営企業ごとの資金不足額の事業規模に対する比率。公営企業の資金不足を料金収入の規模と比較の

上指標化し、経営状況の深刻度を示す。 

 

                  資金不足額 

  資金不足比率＝ 

事業の規模（営業収益－受託工事収益） 

 

 

■資金不足額 

下水道事業特別会計：△19,141千円 

歳出額 1,038,339千円－歳入額 1,057,480千円＝△19,141千円 

農業集落排水事業特別会計：△6,071千円 

歳出額 149,825千円－歳入額 155,896千円＝△6,071千円 

水道事業会計：△820,628千円 

流動負債 4,555千円－流動資産 825,183千円＝△820,628千円 

※黒字収支の場合はマイナス表記 

 

■事業の規模 

下水道事業特別会計：240,965千円 

農業集落排水事業特別会計：29,869千円 

水道事業会計：374,116千円 

 

 

 

△19,141千円 

 下水道事業特別会計の比率＝                   ＝ △7.94→「－」 

                      240,965千円 

     

 

                            △6,071千円 

農業集落排水事業特別会計の比率＝                ＝ △20.32→「－」 

                             29,869千円 

 

 

                      △820,628千円 

水道事業会計の比率＝                      ＝△219.35→「－」 

                      374,116千円 

 

※資金不足額がマイナスの場合、比率は「－」表記となる。 

 


